
2巧O

畏
吾
鬼
人
聞
に
於
け
る
法
律
・
財
政
用
語

(
中
)

ジ
ャ
フ
ェ
ル
オ

l
ル
ュ

ア
ハ
メ
ッ
ト

初

田

明

謬

法

律

用

百吾

①
 

此
の
言
葉
の
見
え
て
ゐ
る
畏
奈
児
法
律
文
書
で
は
い
つ
も
己
の
附
い
た
同
義
語

巾
一
三
口
岡
田
口
包
の
形
で
使
は
れ
「
償
却
?
と
を
窓

カ
シ

ュガ

リ
ー
は
専
ら

3
a
と
し
「
中
心
」
「
厚
み
」
「
型
式
」
等
の
義
と
す
る
が
、

-14 -

て
ペ
白
口
問
〈
憤
mT
H

法〉

味
す
る
。

円

C
m同
M
-
Z・
H

・
4

・
5
5
4々・〕

ヨ
ハ
&
・
圃
ミ

-
E・
者
・
ゴ
〕
法
律
関
係
以
外
の
畏
否
児
文
書
に
も
閉
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
例
が
あ
る
。

〔∞己〈
-Hω
凶

唱

]

{

]

戸

H
E
-
E〕
イ
ス
ラ
ム
時
代
初
期
の
ト

μ
コ
語
文
献
中
最
も
重
要
な
ク
ダ
ト
ク
、
ビ
リ
ッ
ク
に
於
い
て
は

「
憤
習
」
を
意
味
す
る
と
と

も
あ
れ
ば
「
型
式
」
「
存
花
」
を
意
味
す
る
と
と
も
る
る
。
〉
}
『
己

ZM-企
色
脚

M2・
ρ
H
]
H
3
5
ヨ
ロ
開
5
「
彼
は
彼
自
身
の
性
格
、

行
動
と

人
と
な
り
を
物
語
っ
た
。
」

〔
∞・日
u
・
5
〕
凶
己
〉
】
7
豆
島
町
田
口
宮
司
C
H
F
E
r
E

豆
諸
「
此
の
ア
ィ
ト
ル
デ
パ
ー
は
暫
ら
く
此
の
様
に
暮
し

た
。
」
〔
∞

-guAF〕
等
。
キ
プ
チ
タ
ッ
ク
人
に
は
少
し
音
聾
が
副
党
じ
て
苫
コ
ぬ
と
い
ふ
震
音
で
俸
は
り
、
〉

gsE
ミ
可
き
は
ア
ラ
ビ

ア
誼
叩
の
巾
ナ
f
と円

だ
と
説
明
し
て
ゐ
る
か
ら
、

「
理
性
」
「
正
義
」
或
ひ
は
「
慣
習
法
」

の
意
味
K
相
逮
た
い
。
〔
の
同
町
内
円
。
屯

F
〉
r
A
M



F
3
2
6・
3
∞w
H

M
J
ぬ
中
央
亜
細
亜
で
も
ギ
プ
チ
ャ
ッ
ク
人
の
聞
で
も
同
一
の
意
味
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
ち
ロ
ぬ
と

い
ふ
表
現
が
「
憤
管
」
「
慣
習
法
」
の
様
た
一
定
の
法
律
用
語
と
し
て
康
く
ト
ル
コ
族
一
耽
舎
に
倖
嬉
し
た
事
賓
を
示
す
も
の
と
考
へ

る
。
現
に
ラ
ド
ロ
フ
は
コ
マ
ン
方
一
吉
に
就
い
て
も
此
の
言
葉
の
存
在
す
る
と
と
を
確
め
て
、
彼
の
僻
蓄
に
載
せ
て
ゐ
る
。

〔H
N
品・圃・

臼
斗
目
白
∞
〕

現
伐
の
ト
ル
コ
諸
方
言
中
匡
伸
一
-
回
賞
与
白
の
雨
方
言
は
同
じ
震
音
で
問
題
の
言
葉
を
保
存
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
た
ピ
そ
の
意

味
は
一
一
唐
肢
く
な
り
、

「
生
命
」
「
性
格
い
「
精
神
」
「
様
式
」
「
習
慣
」
等
の
様
、
仏
相
互
に
蝕
り
関
係
の
な
い
観
念
を
表
し
て
ゐ
る
。

「一閉山仏・圃・

2
1
2〕
ヴ
ァ
ン
ベ
リ
ー
は
ア
ル
タ
イ
方
一ず
一
口
に
劃
し
て
専
ら
「
慣
習
」
「
信
仰
」
「
様
式
」
「
根
源
」
の
様
な
意
味
を
附
し
て

ゐ
る
。
〔
何
?
看
守
・
ロ
申
〕
キ
ル
ギ
ス
人
の
聞
で
は
叉
「
慣
習
」
「
信
何
」
「
法
律
」
の
意
味
を
有
つ
。
〔

-E〕
カ
ザ
ッ
ク
方
言
で
は
形

も
意
味
も
縄
変
化
し
て
了
っ
て
ゐ
る
。
彼
ら
の
聞
に
於
け
る
ヨ
ロ
「
様
式
」
「
裂
式
」
「
方
法
」
と
い
ふ
語
は
疑
も
な
〈
畏
吾
児
人
の

三
認
と
同
じ
も
の
だ

0
2
3
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
と
現
作
の
南
方
方
一
一
一
一
口
(
鞘
将
ア
ペ
ア
f
u
b何
ブ
、
ザ

L
む
一
凡
オ
ン
~
刀
マ
言
人
h
げ
わ
り
が
付
)

-15 -

に
は
名
調
の
形
で
は
存
夜
し
友
い
が
、

オ
ス
マ
ン
リ
I
語
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
に
就
い
て
見
ら
れ
る

苫ロ血羽田-白
H
U
Z

と
い
ふ
動
調
が

苫
高
か
ら
出
た
と
と
は
充
分
認
め
て
良
い
。
と
一
疋
ふ
の
は
苫
口
開
は
ク
、
グ
ト
ク
、
ピ
リ
ッ
ク
に
於
い
て
も
さ
う
で
あ
っ
た
が
、
法
律

関
係
以
外
の
畏
吾
児
文
書
で
も
、
現
代
ト
ル
コ
諸
方
言
で
も
主
に
「
様
式
」
の
意
味
で
用
ひ
ら
れ
て
を
り
、

A
寸
呂
我
々
が
多
少
繁
一
晋

①
 

「
真
似
る
」
「
偏
遣
す
る
」
の
意
味
を
含
ん
で
ゐ
る
苫
話

+
z
g
g
Z
も
ほ
ピ
意
義
を
等
し
く
す
る
か
ら
で
あ

〈担ロ何一回明日
H
苫
H
4
H
W

「
誤
謬
」
「
過
失
」
も
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
す
る
の
は
或
る
程
度
論
理
的
だ
が
、
倫
一

を
蟹
へ
て
使
用
し
、

る
。
ヴ
ァ
ン
ペ
リ
ー
が

考
を
要
す
る
。

261 

意
味
や
起
原
は
兎
も
角
と
し
て
、
ヨ
ロ
伺
は
畏
吾
見
法
律
文
書
で
は
己
と
倶
に
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
専
ら
法
律
用
語
と
し
て



252 

は
「
憤
惣
」
「
慣
習
法
」
の
意
味
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
ク
ダ
ト
ク
、
ビ
リ
ッ
ク
及
び
カ
シ
ユ
ガ
リ
ー
に
於
け
る
巾
一

の
使
用
例
が
叉

最
も
有
力
・
な
誼
擦
で
あ
る
。
与
品
は
m
単
調
に
使
は
れ
る
と
「
法
律
」
の
謂
で
あ
る
が
、
え
を
附
け
て
巾
一
芯
手
巴
又
は

巾
-
円
ん
い
円
釦
∞
-

『一『一郎〔匂∞司・

Z
-
P
∞一

N
穴
ぐ
】
祖
師
戸
∞
立
〕
の
形
で
使
は
れ
た
場
合
に
は
「
慣
習
」
「
体
統
」
を
意
味
す
る
。
か
う
考
へ
て
来
る

ム
-
巾

が
一
定
の
法
律
用
語
に
附
け
加
へ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
に
何
か
「
定
ま
っ
た
」
又
「
地
方
的
の
」
と
い
ふ
様
た
意
味
を
興
へ

る
鵡
で
あ
っ
た
♂
思
は
れ
る
。
「
償
朝
日
」
「
憤
管
法
」
に
懸
や
る
己
苫
コ
問
=
回
全
も

E
し
く
同
じ
例
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
じ
意
味
を
現
す
『
ミ
三
口
問
5
明
白
或
ひ
は
内

E
a
z
Z
A
3ロ四
5
明
白
等
の
術
語
も
文
書
内
に
見
え
て
ゐ
る
。

〔

N
内
ぐ
・
]
{
・
え
-

3
-〕
此
は
文
書
作
製
者
の
考
で
さ
う
も
認
め
た
も
の
で
、
そ
の
意
義
に
相
違
が
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
。

問
題
の
-
一
一
門
葉
に
間
々
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
一
戸
時
の
接
尾
一誌
は
今
日
の
『
(
目
的
絡
・
所
有
絡
詩
尾
)
に
相
官
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
、

- 16-

文
書
〔

dr-
∞
∞
〕
に
於
い
て
三
口
札
戸
跡
の
形
を
も
っ
て
ゐ
る
言
葉
の
意
味
は
「
慣
習
に
従
っ
て
」
或
ひ
は
「
憤
習
的
の
」
と
い
ふ
と

と
で
あ
る
。

二
、
吋
己
Z
G
(
矯
保
)

}
文
書
に
於
い
て

2
2
ρ

「巴∞司・

z・
2
〕、

他
の
文
書
に
於
い
て

zzzm
〔

d
-
N
0・
2
・

5ω
ム
詰
〕

と
記
さ
れ
て

ゐ
る
言
葉

.，
の
意
味
は
、
そ
の
使
用
法
及
び
文
書
の
内
容
か
ら
考
へ
る
と
「
捨
保
」
で
あ
る
。
即
ち
此
の
語
は
借
用
し
た
金
銭
と
引
換
へ
に
債
務

者
が
自
八
刀
の
息
子
を
斗
ロ
言
。
=

と
し
て
典
興
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
二
つ
の
文
書
に
於
い
て
極
め
て
明
白
に
看
取
さ
れ
る
。
此

ら
の
文
書
也
紅
局
は
借
用
詮
文
で
あ
る
が
、
内
容
が
他
の
同
種
類
の
も
の
と
相
異
す
る
棋
で
注
目
さ
れ
る
。

的
に
努
働
者
或
ひ
は
「
由
民
買
養
子
」
と
じ
て
典
興
さ
れ
た
子
供
建
は
、
{
家
長
が
借
用
し
た
金
銭
の
代
償
と
し
て
、
あ
る
一
定
の
期
間

一
時
的
も
し
く
は
永
久

債
権
者
に
劃
し
て
何
等
か
の
奉
仕
義
務
に
服
さ
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
斯
様
友
性
質
を
以
て
他
人
(
債
権
者
J
K
引
渡
さ
れ
る
子
供
達
、



の
典
'興
行
嬬
を

zza
若
く
は

zzc加
と
い
ふ
言
葉
で
言
ひ
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
シ
、
ガ
リ

1
ば
此
m
V

言
葉
を
解
樺
し
て
ア

ラ
ピ
ア
語
の
己
会
N

「
取
得
」
己

3
7
5
「
権
保
」
で
あ
る
と
一
戸
ひ
、
〔
囲
内
田
W

M

・∞・

2
f
冨
当
・
∞
凶
凶
己

Z
E跡
主
音
じ
て
ゐ
る
。

本
来
の
意
味
を
明
か
に
し
か
ね
た
ラ
ド
ロ
フ
は
文
書
の
性
質
と
内
容
に
基
ぎ
、

に
亙
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
と
一
五
ふ
事
蜜
を
考
慮
し
て
、

「
蕗
八
万
」
と
か
g

「
島
罰
」

己

口。
と
し
で
典
輿
さ
れ
た
子
供

ぺが
匂「
苧千:

戸喜
志 日
U L 

と
か
い
ふ
様
た
意
味
を
附
け
た
。

ど
れ
程
文
書
の
内
容
と
法
律
的
債
値
が
此
の
様
な
意
味
を
示
唆
し
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
元
の
意
味
は
カ
シ
ヰ
ガ
リ

l

の
記
し
て
ゐ
る

も
っ
と
も
権
保
と
し
て
典
興
さ
れ
た
の
が
入
間
で
る
っ
た
の
だ
か
ら
、
貸
興
さ
れ
た
金
銭
の
代
'
償
と
し
て
、

「
捨
保
」
で
あ
る
。

Z
♂
A

が
勢
働
供
給
を
候
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
認
め
ね
ば
た
ら
や
、
此
の
事
は
問
題
の
「
捨
保
」

，K
よ
り
底
い
意
味
を

奥
へ
る
も
の
と
云
へ
ょ
う
。

と
云
ふ
語
が
現
に
使

用
さ
れ
て
ゐ
る
と
聞
い
た
と
と
が
あ
る
が
、
ど
の
僻
書
に
も
見
え
て
ゐ
紅
い
。
カ
シ
ュ
ガ
リ
ー
が
此
の
語
を
「
揖
保
」
と
課
し
て
ゐ

る
と
と
は
、
そ
の
元
の
意
味
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
畏
吾
児
法
律
文
書
は
倫
一
麿
肢
い
意
味
に
於
い
て
、
又
一
定
の
術

「
推
保
」

の
意
味
で
さ
Z
S

- 17-

ヨ
ユ
∞
庄
司
司
自
き
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
の

z
g
A
と
云
ふ
言
葉
を
採
録
し
て
ゐ
る
。
門
的
・
ロ
ω
〕
そ
の
他
の
現

代
ト
ル
コ
諸
方
言
に
は
此
に
嘗
る
も
の
は
な
い
。
小
斑
細
斑
の
或
る
地
方
で
は

「
播
保
」
に
劃
し
て
、

語
と
し
て
、
此
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
。

、
〉
師
同
開
・
〈
利
得
)

一
般
畏
吾
児
文
書
で
は
、
此
の
言
葉
の
元
の
意
味
は
「
利
錠
」
「
利
得
」
「
利
子
」
で
あ
る
。

@
 

或
る
種
の
文
書
で
は
同
じ
意
味
を
持
つ

Z
Z
と
い
ふ
言
葉
と
並
べ
て

g抑
Z
Z
の
形
で
使
っ
て
ゐ
る
と
と
も
あ
る
が
、
意
味
は

等
し
い
。
〔
H
M
・
可
-
z
w
N
叶
・
吋
・

5
・

5
回

目

白

5
・
H
g
w
H
叶
曲
師
同
開

Z
N
C
〕
ト
ル
コ
語
か
ら
蒙
古
語
へ
同
じ
意
味
で
停
へ
ら
れ
た
此

〔
巴
・
聞
・

8
・

zh
∞
E
q
・
呂
町

-
H
d

263 
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の
言
葉
を
コ
ヴ
ァ
レ
フ
ス
キ
I
の
僻
蓄
に
は
と
宗

門
的
件
。
唱
と
、

ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
オ
フ
は

a
G
門∞『
2
2
1
z
zミ
担
問
=
B
B
白
色
古

8
0口
開
。
-
共
同
問
。
同

M
U
g
g
E向
。
可
白
N
長田
-
F
2
5伺
Z
P
H
U呂
田
同
・
怠
凶
〕
と
窮
し
て
ゐ
る
。
カ
シ
ピ
ガ
リ
1
の
僻
書
に
見
え
る
務
一
主
一
日
は
全

く
畏
吾
見
語
の
そ
れ
に
等
し
く
意
味
も
「
利
盆
」
「
利
得
」
で
あ
る
。
・〔
烈
ぷ
・
H

・
3
一
広
三

宮

者
・
]
ど
ラ
ド
ロ
フ
は
畏
吾
児
語
に

劃
し
て
は
員
長
Q
・
2
M〕
チ
+
ガ
タ
イ
語
に
劃
し
て
は

S
F
口・

2
己
と
記
し
、

g
F
を
叉
ス
レ
イ
マ
ン
に
操
っ
て

g
G
と
も

趨
っ
て
ゐ
る

0
0・
E
M〕
然
る
に
ス
レ

イ
マ
ン
が
「
利
袋
」
「
所
得
」
「
商
貸
」
の
意
味
に
解
し
て
ゐ
る
ま
ミ
と
い

ふ
一
言
葉
の
繁
一
孟一日

は
正

K
畏
五口
見
詰
に
於
け
る
と
同
様
に
ま
品
で
あ
る
。

〔印・]印〕

現
代
の
諸
ト
ル
コ
方
言
況
は
此
の
言
葉
は
姥
存
し
て
を
ら
ぬ
様

だ
。
命
日
て
キ
プ
チ
ャ
ッ
ク
及
び
カ
リ
ツ
ム
地
方
で
使
は
れ
て
ゐ
た
と
と
は
ア
ブ
、

ハ
イ
ヤ
ン
〔
め
担
問
団
『
D

加

z
s
r
J・
p
t
〕

並
び
に

」

V
P
2
6
C
-』
宮
皆
一
昨
「
弟
子
訓
」
か
ら
知
ら
れ
る
。
〔
吋
ミ
2
5
0
2
m戸包・同三・

4
同
一
仏
内
ェ
タ
凶
凶
己

法
律
文
書
に
於
い
て
は
問
題
の
言
葉
は
常
に
潤
立
し
て
用
ひ
ら
れ
て
を
り
、
特
に
一
種
の
罰
と
し
て
、
債
務
者
が
債
権
者
に
支
排

- 18ー

期
日
を
遅
ハり
せ
た
場
合
に
支
排
ふ
「
利
得
」
「
利
潤
」
の
と
と
で
あ
る
。

マ
ロ
フ
は
彼
の
僻
棄
に
「
利
得
」
及
び
「
利
子
」

の
意
味
を
載
せ
て
ゐ
る
が
〔

d
r・∞
-
M
U

臼
〕
後
者
は
二
通
の
文
書
に
、
〔

c
r・∞・
8
ど
此
の
語
が
元
々
「
利
子
」
の
意
味
で
あ
る

(f) 

つ

zw
の
代
り
に
使
は
れ
て
ゐ
る
と
と
か
ら
解
樺
し
た
も
の

で
あ
る
。
も
し
蜜
際
右
の
二
通
の
文
書
で
問
題
と
た
っ
て
ゐ
る
「
利
得
」

が
「
利
子
」
に
他
な
ら
も
仏
か
ク
た
と
す
る
友
ら
ば
、
他
の
女
蓄
に
於
い
て
さ
う
で
あ
る
様
に
「
利
子
」
を
意
味
し
、
文
書
中
に
庚
く

用
ひ
ら
れ
て
九
る

zw
と
云
ふ
一言
葉
を
そ
の
中
に
含
ん
で
ゐ
た
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
併
し

c
r
-
Z
-
E・
E-
土・
4
0

・8
等
の
文

警
に
は
之
に
反
し
て
故
意
に

zuを
朋
ひ
て
を
ら
や
、
そ
の
代
り
に
専
ら

g
品
と
い
ふ
術
語
が
使
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の

術
語
は
一
面
我
々
の
欲
す
る
と
欲
せ
ざ
る
に
閥
ら
や
文
書
に
別
種
の
債
備
を
輿
へ
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
余
は
此

③
 

の
種
の
文
書
に
見
え
る

E
加
で
以
て
本
来
意
味
さ
れ
る
の
は
、
法
律
上
の
術
語
と
し
て
は
つ
所
得
」
「
利
得
」
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。



曲
、
吋
号
(
利
息
)

本
来
の
意
味
は
、
法
律
文
書
以
外
に
就
い
て
見
る
4

な
ら
ば
、
「
果
賓
」
「
報
酬
」
で
あ
る
。

Q
E

現
代
諾

κも
曾
て
用
ひ
ら
れ
た
と
と
は
紅
い
ら
し
い
。
専
ら
使
は
れ
て
ゐ
一
。
の
は
畏
五
口
居
語
の
領
域
に
於
い
て
だ
け
の
様
で
あ
る
。

法
律
文
書
に
使
は
れ
て
ゐ
る
例
広
依
る
と
、
此
の
一
言
葉
は
司
利
息
附
き
で
」
金
錦
、
胡
麻
油
、
葡
萄
酒
等
の
借
用
を
求
め
る
依
務
契

。
。
一
己
・
園
・

5
・H

ど
古
一
語
に
も

、

約
率
ろ
よ
り
一
般
的
に
貸
借
契
約
に
関
係
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
吋
忌
宮

Z
円
(
利
息
附
き
に
て
葡
萄
酒
が
)
吋
号
包

E
R
C円
(
利

息
附
き
に
て
胡
腕
が
〉
・
:
:
等
の
如
し
。
叉
債
務
者
が
期
日
に
債
務
を
返
掛
し
た
い
場
合
に
は
巳
玄
ロ

m
s
t
g
m
F
r
E似
郎
ち
「
慣

習
法
の
定
め
る
利
息
を
附
し
て
」
支
排
ふ
べ
き
と
と
が
記
さ
れ
た
。
，此
の
ご
う
の
例
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
此
の
一
一
=
一
同
葉
は
法
律
用
語

と
し
て
は
我
々
が
「
利
息
」
と
呼
ぶ
も
の
に
嘗
る
術
語
で
あ
っ
た
。
マ
ロ
フ
は
一
騒
普
遍
酌
た
意
味
を
興
へ
る
震
に
彼
の
僻
金
に

「
利
息
」
「
利
盆
」
「
所
得
」
等
と
課
し
て
ゐ
る
。
〔
C
S
-
m
・∞
0
0
〕
併
し
此
の
言
葉
の
最
も
法
律
的
た
意
味
は
「
利
息
」
に
他
た
ら

ー 19-

な
い
。

五
、
£
M
Z
A
(
園
席
、
王
室
財
庫
)

突
阪
僻
文
で
る
ら
ゆ
る
寸
慣
値
あ
る
物
」
を
意
味
し
、
恒
常
の
形
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
町
の
言
葉
は
、
〔
吋
Z
B2
2・
吋
戸
円
三
門担
∞
-

ミ
〕
回
目
吾
見
文
書
に
は
専
ら

E
の
語
尾
の
附
い
た
形
で
見
え
て
ゐ
る
b

此
の
形
に
於
け
る
本
来
の
意
味
は
「
寄
託
」
「
倉
庫
」
「
財

府
」
e

等
で
あ
る
。

〔

d
H間
5
・
F
E
H
∞
・
印
ι〕

従
っ
て
此
の
語
は
掌
潤
に
使
は
.れ
L
ば
、
曾
て
ク
ラ
ブ
ロ

1
ト
も
言
っ
て
ゐ
る
様
に
、

場
合
長
じ
て
吋
寄
託
」
き
は
「
倉
庫
区
意
味
す
る
。
併
し
一
畏
言
法
律
文
書
に

[
d
m
Z
4∞〕一的問

5
4
5
(
銃一町

一川
内
r
J
C
)
か
形
で
も
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
此
の
場
合
同
協
守
口
は
何
か
特
別
の
意
味
を
加
へ
る
も
の
と
思
は
れ
る
0
5包
誌
は
オ

F
J
 

川
副

i

、
ル
コ
ン
間
文
の

S
&
E
〔叶
r
・℃
'
M
い
ぺ

p
オ
文
書
の
一
の
凹
肱
『
巴
関
門
叶
N

・斗〕

と
閉
じ
く
「
王
室
用
の
」
「
王
室
開
係
の
」
と
云
ふ
と



266 

と
で
あ
ら
う
。
十
七
世
紀
の
ウ
ズ
ベ

ザ
ク
諸
汗
廷
に
於
い
て
「
王
室
財
産
管
理
人
」

の
窓
味
で
用
ひ
ら
れ
た
石
柱
と
い

ふ
言
葉
、
及

①
 

び
チ
ャ
ガ

j
イ
語
で
「
廷
臣
」
の
稀
で
あ
る

F
m
E
E
m
門E
-
H
-
H
U
H
∞
〕
は
何
れ
も
上
の
宮
山
与
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
も
畏
吾
児
諸
汗
の
宮
廷
に
於
い
て
、

-m円
位

rF

の
稽
続
は
非
常
に
高
い
地
位
を
占
め
、
諸
儀
式
に
参
興
す
る
役
人
の
と
と
で
あ
っ

⑦
 

た
。
し
て
見
お
と
今
問
題
の
ぽ
四
郎
品
品
目

E
の
畏
五
口
見
法
律
文
書
に
於
い
て
意
味
す
る
監
は
共
和
園
以
前
の
=
出
自
5
2
国

SEw-

「
王
室
財
斥
・
閤
庫
」
に
他
な
ら
ぬ
と
考
べ
ら
れ
る
。

白
山
田

の
語
源
を
探
求
し
た
-
フ
ム
シ

ム
テ
ッ
ト
敬
授
は
突
阪
俳
文
に
用
ひ
ら
れ
て
を
り
、
そ
の
後
の
諸
ト
ル
コ
方
言
に
も
慌
く
見
出

さ
れ
る
同

Z
白
が
そ
の
基
本
形
で
あ
ら
う
と
認
め
た
。
。
c
g
r
g
n
y
は
美
明
白
を
共
の
語
源
か
ら
摂
生
し
た
も
の
と
認
め
る
が
、

兎
も
角
も
-
フ
ム
シ
ェ
テ
ッ
ト
の
意
見
に
従
っ
て
ゐ
る
。
〔
市
内
ん
い
お
回
二
U
8
2
白l
〉
H
P
E
E
B
H
・
司
・

2
〕

さ
り
乍
ら
事
管
は
同
庁
官
(
H
ι
g

- 20-

mH
巾
5
・
企
巾
昌
宏
N
m
〉
が
ヱ
=
セ
イ
砕
文
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
一
面
、
〔
問
邑
一
o
p
0
5
〉一件

Z
円
s
n
r
S
E
R
F
-
r
g
p円
冨
O
口問。ー

も
オ
ル
コ
ン
碑
文
陀
既
に
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る

o
C
E
-
∞
♂
大
鶴
岡
一
時

期
に
同
一
地
域
に
於
い
て
互
に
異
た
る
意
味
で
使
は
れ
た
此
の
二
つ
の
一
言
葉
が
結
局
い
く
ら
か
の
斧
一
途
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と

①
 

は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

一色・∞・

2
3
九一

(
H
品

2
吋
1
r
c
p
L
3
者
向
『
同
〉

六
、
〉
跡
目
勺

F
(

曾
計
官
吏
、
園
庖
官
吏
〉

戸
時
同

K

AUH

の
語
尾
が
附
い
て
出
来
て
ゐ
る
此
の
言
葉
は
唯
一
つ
の
畏
吾
児
法
律
文
書
に
見
え
、

A

【
印
白

HMmnH

国
晴
雨
戸
の
形
で
用
ひ

ラ
ド
ロ
フ
は
同
義
語
と
し
て
使
は
れ
て
ゐ
る
此
の
二
つ
の
言
葉
の
元
の
意
味
を
解
し
か
ね
、
醐
課

、
す
る
に
首
つ
て
は
全
く
同
様
に
繰
返
し
て
∞
丹
市

5
5宮口市
r
s
R
「
徴
税
官
吏
」
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
「

cr-
∞
-
E吋
〕
マ
ロ
フ
は
カ

ら
れ
て
ゐ
る
。
〔
C
∞
司
・
∞
ア
き
〕

-シ
ュ
ガ

p
l
の
言
ふ
蕗
に
依
り
「
舎
計
官
吏
」
a

「
園
庫
官
吏
」
(
関

g
g
m丘
)
と
課

L
て
ゐ
る
。
門
d
r
-
m・
Mgu第
一
の
、
H

，Z
D
m
+合



は
ク
ラ
プ
ロ

1
ト
の

様
に
、
支
那
語
の
倉
広
告
伺
で
、
九
告
は
そ
の
同
義
語
と
し
て
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
〔
巴
・
同
-
m
・
2
〕
カ
シ
ュ
ガ
リ
ー
は
明
瞭

に
品
告
に
釘
し
て
法
律
的
意
義
を
含
め
て
「
文
繍
を
扱
ふ
倉
役
人
」
と
説
明
し
て
ゐ
る
か
ら
、
畏
否
児
法
律
文
書
に
見
え
る
「
園

庫
官
吏
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
叉
此
の
言
葉
の
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
文
書
の
内
容
か
ら
考
へ
て
も
、

品-五回
E
Z
Pロ
伺
吉
伸

o-2ロ
|
目
。
胸
巾
白
内

s
r
m
r
r
R
E品
∞
島
忠
明

4
0
-
-
2
3
1
の
一
勾
か
ら
了
解
さ
れ
る

も
し
く
は
人
民
か
ら
直
接
に
租
視
を
徴
牧
す
る

片
岡

H
r
-
m
-
】
怠
い
法
律
文
書
以
外
に
於
い
て
も
亦
同
様
に
「
園
庫
官
吏
」
の
謂
で
あ
る
。
〔
∞

5
・
M
吋
0

・f
H
Y
H
M
・
タ
斗
〕
ク
グ
ト
ク
、

さ
れ
た
租
税
の
引
渡
し
を
受
け
、

h
Y
M

目的戸

「
園
家
の
命
日
計
官
吏
」

の
名
稿
の
下
に
、
徴
牧

が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
。

ビ
リ
ッ
ク
に
は
品
目
的
同
の
瞬
貨
を
叙
ペ
て
合
同
虫
色
関
空
-
&
目
白
陣
。
品
目
的
H
F
O
F
T
-讃
み
書
き
勘
定
が
出
来
れ
ば
品
名
た
り
得
る
。

「∞・

2
デ
コ
」
!
と
言
っ
て
を
り
、
園
家
も
し
く
は
君
侯
の
「
曾
計
官
吏
」
と
怠
る
に
は
如
何
な
る
技
能
を
必
要
と
し
た
か
を
示
し

て
ゐ
る
。
現
在
の
ト
ル
コ
諸
万
一
言
に
は
問
題
の
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る
も
の
は
全
然
た
い
様
で
あ
る
。

七
、
〉
川
目
的
同
三
品
目

- 21ー

〔
首
席
国
庫
官
吏
〉

①
 

法
律
文
書
に
は
此
の
言
葉
は
見
え
ぬ
。
唯
'ぺ
n
山
オ
の
刊
行
し
た

「
二
人
の
兄
弟
の
物
語
」
の
中
に
見
え
る
が
、
多
分
首
席
園
庫
官

吏
を
そ
れ
以
下
の
者
と
匝
別
す
る
錦
に
己
Z
W
(

大
た
る
)
と
い
ふ
形
溶
詞
を
添
へ
て
作
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
舎
計
の
長
官
も
う

一
歩
準
め
て
言
へ
ば
大
裁
大
臣
の
意
味
で
あ
ら
う
。

【註】① 

注
意
す
べ
き
は
曾
て
ル
コ
ツ
久
敬
授
が
丘
を
「
年
」
「
歳
」
の
意
味
の
戸
と
混
用
し
て
巴
苫
口
町

3
2
eT
2
3口問
5
3
と
解
し
‘
「
年

キ
の
慣
例
い」
と
い
ふ
様
な
脊
妙
な
課
を
附
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
口
町

-
u
n
o
A
-
E
E仏師会司志向一円}戸市戸岡山
m
c
g
n
z
g
r
cコ仏
g
白
5
1【

，

R
P
P

267 

.，H
，E
『
出
口
、
出
ロ
門
目白勺再開門
H
由
H
∞・

ω・
怠
♂
し
か
る
に

「
年
」
「
歳
」

の
意
味
の
広
が
用
ひ
ら
る
べ
き
相
場
合
で
は
な
く
、
叉
「
年
#
の
慣
例
」
と
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い
ふ
様
な
術
革
聞
が
ま
づ
用
ひ
ら
れ
に
ら
し
〈
な
い
こ
と
は
寄
人
の
了
解
し
て
ゐ
る
虎
で
あ
る
o
又
一
方
畏
脊
見
文
書
の
頬
字
法
で
も
此
の
後

普
の
相
似
た
二
つ
の
言
葉
の
混
同
ぞ
避
け
る
偽
に
、
相
異
な
る
級
字
を
採
用
し
て
ゐ
る
こ
と
ケ
申
し
添
へ
て
お
〈
。
〔
門
司
・
豆
白
一
口
〈
-
M掲
げ
岡

戸
巾
コ
一
コ
問
-
但
門
同
]
戸
回
目
印
H
e
帥
ゲ

田

町

AF〕

① 

術
一
結
。
ァ

.77
ハ
イ
ヤ
ー
ン
は
一
二
五
六
年
グ
ラ
ナ
ダ
に
生
れ
一
三
四
四
年
カ
イ
ロ
に
残
す
。

5
5
σ
a
'
H全
国
}
内
一
一
山

-S口
市
ア
3
3
r
は
博

言
患
者
と
し
て
著
名
な
同
人
が
ト
ル

コ
諾
の
文
法
を
叙
ベ
仁
詩
で
ゐ
る
。
本
調
印
稿
(
上
)
の

「
は
し
が
き
」
に
ヂ
ヤ
フ
エ
ル
、
オ
ー

ル
ユ
氏
の

③ 

著
書
の
内
的
什
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
と
言
つ
に
が
、
貨
は
本
書
の
諜
註
ら
し
い
。
此
庭
に
訂
正
し
て
お
き
度
い
。

現
十
机
欧
総
巴
ト
ル
コ
領
内
で
も
「
模
倣
」
「
俗
迭
」

の
意
味
で
存
旅
す
る
。
ヶ
プ
ル
リ
』
ザ
1
J
T
教
授
の一
不
敬
に
依
れ
ば
、
此
の
語
は
〈
自
J
m
a

-
-
怖
と
一
式
ム
後
品
目
で
十

七
世
紀
の
文
献
に
も
用
ひ
ら
れ
て
を
り
、
ω
A
w
r
r
山
江

か
ゐ
目
白
『
国
『
に
至
る
ナ
ヤ
ガ
タ
イ
古
典
文
盟
主
問
に
も
存
し
、

向
そ
の
後
の
時
代
に
も
引
綴
き
使
用
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
ア
ぜ
ル
パ
イ
ジ
ヤ

y
方
言
で
は
コ
m
'e

ヨ
に
描
混
じ
て
可
ロ
ヨ
ヨ
Z
5
2

の
形
で
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

-zz--

① 

カ
シ
ユ
ガ
リ
ー
は
此
の
誇
に
「
利
径
」
の
意
味
の
他
に
ア
ラ
ビ
ア
誇
ぷ
沼
3
2
「
物
の
端
」
「
品
開
生
」

の
意
味
を
附
け
て
ゐ
る
。
〔
穴

8
・
圃

H
a
c
〕
が
、
此
の
意
味
は
法
律
文
書
中
に
は
見
食
ら
な
い
o
g
z
eリイ
Z
7
2
3
白
は
惟
動
筒
形
Z
M
E
舎
を
ア

ラ
ビ
ア
詩
コ
p
p
m
v
「
有
用
で
あ
る
」

の
意
味
に
併
し
て
ゐ
る
。
家
許
認
で
は
Z
S
と
愛
育
さ
れ
で
「
利
袋
」

一ー財
産
」
「
効
用
」

等
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

〔
ω
円
宮
訂
正
『
・
玄
O
D判
。-
m
r
o
e
z
g
M
O
円
叩
r
o--N
吉田
.
M
『
M
r
J
2
2
d
NF
『
ω
門
-
H
V
2
雪
印
σ
E
m
-
H
印臼
印
刷
「
同
ω
タ
穴
O
毛
色
。
宅
島
ぞ
り
-
n
E
F向。

-T司
2
3
・・

圏
七
・
混
同
δ
J
p
r
-
M
門

の
ト
ル
コ
諾
で
も
同
じ
地
球
草
回
一
か
優
勢
で
あ
る
。

① 

同
じ
名
前
か
ら
浩
ら
れ
七
臼
包
一
日
『
-
M

「
有
利
な
」
及
び

l
g
5
5
2
「
:
を
利
用
す
る
0

・
:
か
ら
利
山
祉
会
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